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一
、
き
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
ま
ち
を

つ
，
く
川
／
ま
し
ょ
『
７

蝿
守
口

一
、
思
い
や
り
の
あ
る
穏
あ
た
た
か
い揖一

ｒ
王
斗
ら
を
つ
，
く
り
上
よ
し
よ
や
７
蕊

へ

成
人
お
め
で
と
う
賊

四
百
一
一
十
八
人
が
お
と
な
の
仲
間
入
り
制

回編集・発行／高萩市役所市長公室缶(0293)23-2111

一
月
十
五
日
③
、
文
化
会
館
で
第
三

十
四
回
高
萩
市
成
人
式
が
行
わ
れ
、
市

内
で
は
四
百
二
十
八
人
（
男
一
二
三
人
、

女
二
一
五
人
）
が
、
お
と
な
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
中
国
藺
洲
か
ら
の
洋
裁
研

修
生
七
人
も
成
人
を
迎
え
、
和
服
姿
で

成
人
式
に
出
席
、
花
を
添
え
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の

中
で
お
茶
会
が
行
わ
れ
、
気
持
ち
を
新

た
に
新
成
人
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。 一

月
十
七
日
㈲
、
高
萩
市
子
ど
も
会

育
成
連
合
会
の
松
岡
支
部
（
八
区
間
、

二
十
チ
ー
ム
）
、
秋
山
支
部
（
十
三
区

間
、
十
六
チ
ー
ム
）
で
、
駅
伝
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
駅
伝
大
会
に
は
絶
好
の

そ
れ
い
け
、
ス
タ
ー
ト
だ
Ｊ
、

子
ど
も
会
駅
伝
大
会
で

健
脚
を
競
う

表

紙

雪
〉

し
新
た
な
気
持
ち
で
お
茶
を
楽
し
む

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
、
沿
道
に

は
た
く
さ
ん
の
地
域
の
人
た
ち
が
、
応

援
に
つ
め
か
け
、
選
手
た
ち
は
お
互
い

の
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

第
十
四
回
松
岡
支
部
駅
伝
大
会

優
勝
小
島
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
北
組
Ａ
チ
ー
ム

第
三
位
小
島
Ｂ
チ
ー
ム

第
二
十
二
回
秋
山
支
部
駅
伝
大
会

優
勝
島
名
西
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝
和
野
チ
ー
ム

第
三
位
島
名
南
Ａ
チ
ー
ム

な
め
り
が
ふ
ち

○
花
貫
ダ
ム
と
名
馬
里
ヶ
淵

○
高
戸
小
浜
と
万
葉
の
道

○
Ｋ
Ｄ
Ｄ
茨
城
衛
星
通
信
所

○
お
て
ま
き
記
念
の
森

つ
ち
た
け
こ
た
き
ざ
わ

○
土
岳
と
小
滝
沢
キ
ャ
ン
プ
場

○
安
良
川
八
幡
宮
の
森

○
大
心
苑

じ
よ
う
し

○
旧
穂
積
邸
と
城
趾
周
辺

○
畳
工
芸
美
術
館

○
滝
坂
広
場
と
滝
神
社
の
展
望

ー〆

ｑ
花
貫
ダ
ム

▼KDD茨城衛星通信所 ▼高戸海岸

商
工
会
が
、
昨
年
村
お
こ
し
事
業
と

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
投
票
を
お

願
い
し
て
実
施
し
た
〃
高
萩
の
観
光
十

選
″
が
決
ま
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
商
工
会
で
は
こ
の
選
ば

れ
た
十
か
所
に
看
板
を
設
置
し
て
、
観

光
め
ぐ
り
の
コ
ー
ス
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
作
り
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

テレフォンサービス「市政案内」は23 1151 .1152です－ 巳



け
り
剛
尚
削
陶
的
い
り
け
り
甲
即
や
り
い
り
け
り
い
り
伊
酎
い
け
い
叩
り
耐
い
り
り
り
峨
刷
６
秒
ゆ
り
い
け
け
り
い
り
い
り
い
り
い
り
い
り
け
り
い
り
い
り
腕
＄
い
り
け

叙
勲
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
章
祝
賀
会

十
二
月
二
十
三
日
附
文
化

会
館
で
、
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ

た
黒
尾
良
氏
（
春
日
町
）
、
樋
渡

喜
一
氏
（
大
和
町
）
、
両
氏
の
叙

勲
受
章
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
鈴
木
藤
太
市
長
、

根
本
栄
議
長
を
は
じ
め
、
約
百

人
の
み
な
さ
ん
が
祝
賀
会
に
出

席
し
て
、
両
氏
の
受
章
を
心
か

ら
お
祝
い
し
ま
し
た
。

自
治
大
臣

国
家
公
安
委
員
長

就
任
祝
賀
会

十
二
月
十
九
日
⑯
文
化
会
館
で
、

鈴
木
藤
太
市
長
、
根
本
栄
議
長
な
ど
が

発
起
人
と
な
り
、
梶
山
静
六
代
議
士
の

自
治
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
就
任
祝

賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

師
走
の
夕
刻
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会

場
に
は
た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん

が
訪
れ
、
発
起
人
や
来
賓
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
自
治
大
臣
・
国
家
公
安
委

員
長
就
任
を
祝
い
ま
し
た
。

f

‘ー

一
月
十
日
⑧
文
化
会
館
駐
車
場
で
、

恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
市
内
の
二
十

一
の
分
団
員
、
消
防
職
員
な
ど
、
約
四

百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
市
長
観
閲
や
機
械
器
具
の

点
検
、
代
表
演
技
（
第
六
分
団
、
第
十

四
分
団
）
な
ど
が
行
わ
れ
、
続
い
て
消

防
に
功
労
の
あ
っ
た
団
員
や
協
力
さ
れ

た
か
た
が
た
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
分
列
行
進
や
消
防
自
動

車
に
よ
る
市
内
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

表
彰
者
は
、
次
の
か
た
が
た
で
す
。
、

〆
（
敬
称
略
）

消
防
庁
長
官
表
彰

○
功
労
章
穂
積
政
次

○
永
年
勤
続
功
労
章
小
林
高
弘
、
川
松
常
夫

全
国
消
防
長
会
表
彰

○
消
防
職
員
永
年
勤
続
功
労
章
（
三
十

年
以
上
）
星
勝
英

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章
穂
積
政
次
、
鈴
木
彰

○
精
續
章
鈴
木
康
正
、
柴
田
房
男

○
勤
続
章
（
三
十
年
以
上
）
豊
田
昭
栄
、

み
ち
た
か

柴
田
房
男
、
下
山
田
至
孚
、
金
澤
三

郎
、
金
澤
初
夫
、
佐
川
精
一
、
大
部

火
災
予
防
を
願
い

一

～
涌
防
出
初
め
式
～

陽
一
、
弓
野
重
春

○
消
防
職
員
勤
続
章
（
三
十
年
以
上
）

星
勝
英

茨
城
県
知
事
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章
（
四
十
年
以
上
）

鈴
木
健
二
、
川
松
常
夫
、
鈴
木
利
信

（
三
十
年
以
上
）
下
山
田
至
孚
、
豊

田
昭
栄
三
十
年
以
上
）
土
田
宗
一

○
表
彰
状
を
授
与
す
る
表
彰

若
栗
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

茨
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
優
良
分
団
第
十
九
分
団

○
功
労
章
鈴
木
本
成

○
永
年
勤
続
功
労
章
鈴
木
彰
、
小

ー勢一

林
高
弘
、
鈴
木
健
二
、
鈴
木
利
信
、

川
松
常
夫

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
妻
女
に
対
す
る

感
謝
状
豊
田
洋
子
、
下
山
田
雪
江

○
優
良
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

中
戸
川
婦
人
消
防
ク
ラ
ブ

○
優
良
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員

宇
野
不
二
子

高
萩
市
長
表
彰

○
退
職
団
員
感
謝
状
贈
呈
大
部
正
、

小
林
高
弘
、
豊
田
昭
栄
、
神
代
千
秋
、

堀
田
喜
久
、
沼
田
操
、
樫
村
茂
雄
、

弓
野
和
男
、
大
高
信
一
、
坂
本
富
保
、

柴
田
房
男
、
浅
川
宏
明
、
茂
又
新
平
、

と
し
み

吉
田
実
、
藤
田
祐
幸
、
豊
田
稔
美
、

お
み
小
見
守
一
、
鈴
木
利
信
、
川
松
常
夫
、

佐
川
継
男
、
菊
地
日
出
雄

消
防
長
表
彰
第
六
分
団
、
第
十
四
分
団

消
防
団
長
表
彰第
十
八
分
団

蕊

日



駿
燕
謡

★
第
四
回
定
例
市
議
会
に
つ
い
て

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
人
事
に
関
す
る
も
の
二
件
、

報
告
に
関
す
る
も
の
六
件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
三
件
、

予
算
に
関
す
る
も
の
八
件
、
請
負
契
約
に
関
す
る
も
の
－

件
、
そ
の
他
二
件
で
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、
十
一
月
三
十
日
㈲
に
開
か
れ
た
昭
和
六
十
二
年

第
一
回
高
萩
市
議
会
臨
時
会
で
は
、
議
会
人
事
に
関
す
る

も
の
十
件
（
内
正
副
議
長
並
び
に
常
任
委
員
会
委
員
に
つ

い
て
は
十
二
月
号
で
掲
載
）
、
条
例
に
関
す
る
も
の
－
件
、

そ
の
他
一
件
で
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
二
十
三
日
伽
閉
会
し
ま
し
た
（

昭
和
六
十
二
年
第
四
回
高
萩
市
議
会
定
例
会
は
、
十
二

月
十
五
日
㈹
に
開
会
し
、
九
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

云南議会だより三

第4回高萩市議会定例会

第1回高萩市議会臨時会
一
）

○
継
続
費
精
算
報
告
吉
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
高
萩
霊
園

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

○
昭
和
六
十
一
年
度
高
萩
市
高
萩
都
市

計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

○
高
萩
市
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

・
選
挙
管
理
委
員

長
久
保
虎
夫
（
赤
浜
二
七
）

棚
谷
寛
（
秋
山
二
二
三

石
安
太
郎
（
春
日
町
二
二
五
）

鈴
木
保
三
郎
（
横
川
一
六
八
）

・
同
補
充
員

佐
川
信
一
（
肥
前
町
一
’
三

神
代
平
（
上
手
綱
三
四
○
三
）

宮
田
重
則
（
秋
山
一
八
五
二
）

廣
木
浩
二
（
若
栗
一
五
二
）

○
監
査
委
員
（
議
員
選
出
）
に
つ
い
て

佐
川
安
應
（
大
能
三
四
二

（
報
告
）

（
人
事
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
四
号
・
第
五
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
高
萩
都
市

計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
・
第
二

ロ
万
）○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
・
第
二
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二

ロ
万
）○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
口
互
、

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
老
人

及
び
身
体
障
害
者
家
庭
奉
仕
員
の
報
酬

を
国
の
補
助
基
準
額
の
引
き
上
げ
に
伴

い
本
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
は
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
改
正
及
び
付
則
条
文
の
整
理
を
す
る

た
め
本
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

に
伴
い
本
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

〆
～

（
条
例
）

（
予
算
）

ｰ

己巳巳盟令巳毎 …記｢厄』…己巳回…巳智畢“且巳巳巳巳DB己も
、
】
函
一
［
〕
［
】
［
】
、
】一Ｈ

室
二
世
槌
畑
ふ
れ
あ
い

画
〕

》
〃
わ
ら
じ
楡
り
〃

凸

》
一
月
十
五
日
（
成
人
の
日
）
、
高
浜
集

聖

酔
会
室
の
広
場
で
、
地
区
の
子
ど
も
会
や

肖

韓
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
、
親
子
連
れ
な

〆

酔
ど
約
百
人
が
集
ま
っ
て
、
わ
ら
じ
作
り

芦

》
と
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

〆

》
こ
の
催
し
は
、
地
域
交
流
や
三
世
代

班
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う
と
、
子
ど
も

Ｈ

》
会
が
行
っ
て
い
る
も
の
で
今
年
で
三
回

記

砕
目
一
お
報
諏
唯
恥
濡
嘩
窪
切
打
畦
蝿
珪
蛙
袖

〆

砕
ら
じ
を
作
り
上
げ
、
つ
き
た
て
の
も
ち

肖

醒
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過

〆

臨
ご
し
ま
し
た
。

手
伶
り
の
暗
に
大
喜
び

「
鳥
鐙
い
」
行
事

4



○
高
萩
市
営
高
浜
住
宅
建
設
工
事
請
負

契
約
に
つ
い
て

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条

例
の
規
定
に
よ
る
契
約
の
議
決
で
す
。

○
高
萩
市
と
北
茨
城
市
と
の
境
界
変
更

に
つ
い
て
は
、
小
山
ダ
ム
建
設
に
伴
っ

て
水
没
す
る
地
区
住
民
の
集
団
移
転
に

伴
い
移
転
地
で
あ
る
北
茨
城
市
中
郷
町

日
棚
の
区
域
の
一
部
を
高
萩
市
に
編
入

す
る
も
の
で
す
。

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
高

萩
市
土
地
開
発
公
社
が
施
行
し
て
い
る

雇
用
促
進
住
宅
建
設
用
地
の
造
成
事
業

の
実
施
に
伴
い
、
字
の
区
域
（
下
手
綱

字
塚
の
腰
）
の
一
部
に
変
更
の
必
要
が

生
じ
た
た
め
の
も
の
で
す
。

ゾ
（
請
負
契
約
）

○
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
後
背
地
に
つ
い

て
○
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
健
康
で
快
適
な
街
づ
く
り
に
つ
い
て

○
福
祉
行
政
の
基
本
的
考
え
に
つ
い
て

○
花
貫
川
河
川
改
修
問
題
に
つ
い
て

○
コ
ー
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ

ー
ン
事
業
に
つ
い
て

○
コ
ー
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゾ

（
そ
の
他
）

（
｜
般
質
問
）

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
議
会
議

員
（
十
一
名
）
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、

ざ
と
ろ

和
田
和
議
員
、
吉
川
多
喜
子
議
員
、

の
り
つ
ぐ

金
沢
典
胤
議
員
、
明
智
健
一
議
員
、
中

も
と
し
げ

井
盛
雄
議
員
、
鈴
木
本
成
議
員
、
大
部

勝
央
議
員
、
鈴
木
茂
議
員
、
鈴
木
一

二
議
員
、
佐
川
安
應
議
員
、
根
本
栄

議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
高
萩
・
北
茨
城
と
畜
場
組
合
議
会
議

員
（
九
名
）
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
村

や
す
お

田
康
生
議
員
、
舟
生
佳
紀
議
員
、
渡
辺

賢
太
郎
議
員
、
郷
土
行
男
議
員
、
鈴
木

徳
男
議
員
、
矢
代
洋
三
議
員
、
寺
岡
七

郎
議
員
、
篠
原
新
一
郎
議
員
、
飯
田
邦

昭
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
県
北
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

議
会
議
員
（
二
名
）
の
選
挙
に
つ
い
て

★
第
一
回
臨
時
市
議
会
に
つ
い
て

○
国
保
制
度
に
か
か
る
厚
生
省
改
革
案

に
対
す
る
決
議
関
の
提
出
に
つ
い
て
は

議
員
よ
り
提
出
さ
れ
原
案
ど
お
り
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

ｌ
ン
整
備
計
画
に
つ
い
て

○
新
年
度
重
点
施
策
に
つ
い
て

○
横
川
小
学
校
に
つ
い
て

○
子
ど
も
会
の
所
管
に
つ
い
て

○
松
岡
城
吐
公
園
に
つ
い
て

（
議
会
人
事
）

（
決
議
園
の
提
出
）

左
fb

一息

は
、
鈴
木
徳
男
議
員
、
根
本
栄
議
員

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
多
賀
地
方
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会

議
員
（
三
名
）
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、

矢
代
洋
三
議
員
、
鈴
木
茂
議
員
、
根

本
栄
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

合
議
会
議
員
（
四
名
）
の
選
挙
に
つ
い

て
は
、
寺
岡
七
郎
議
員
、
篠
原
新
一
郎

議
員
、
佐
川
安
應
議
員
、
根
本
栄
議

員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企

業
団
議
会
議
員
（
六
名
）
の
選
挙
に
つ

い
て
は
、
金
沢
典
胤
議
員
、
明
智
健
一

議
員
、
鈴
木
本
成
議
員
、
飯
田
邦
昭
議

員
、
鈴
木
一
二
議
員
、
根
本
栄
議
員

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

○
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

議
会
運
営
特
別
委
員
会
、
企
業
誘
致
特

別
委
員
会
、
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
各
委
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

・
議
会
運
営
特
別
委
員
会
（
八
名
）

渡
辺
賢
太
郎
委
員
長
、
鈴
木
本
成
副

委
員
長
、
村
田
康
生
委
員
、
明
智
健
一

委
員
、
中
井
盛
雄
委
員
、
寺
岡
七
郎
委

員
、
飯
田
邦
昭
委
員
、
鈴
木
一
二
委
員

・
企
業
誘
致
特
別
委
員
会
（
十
名
）

明
智
健
一
委
員
長
、
金
沢
典
胤
副
委

員
長
、
和
田
和
委
員
、
吉
川
多
喜
子

委
員
、
舟
生
佳
紀
委
員
、
鈴
木
本
成
委

員
、
郷
土
行
男
委
員
、
寺
岡
七
郎
委
員
、

飯
田
邦
昭
委
員
、
鈴
木
茂
委
員

・
環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会
（
九
名
）

○
第
十
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
投

資
規
模
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書
開
に

つ
い
て
は
、
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
原
案

ど
お
り
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

○
茨
城
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
市
町
村
数
の
増
減
に
つ
い
て
は

つ
く
ば
市
市
制
施
行
に
伴
い
、
茨
城
県

市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
市

町
村
数
に
増
減
が
生
じ
た
た
め
の
も
の

で
す
。

○
高
萩
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
高
萩
市
議
会
議
員
定

数
を
減
少
し
た
こ
と
に
伴
い
、
各
常
任

委
員
会
の
定
数
を
減
少
す
る
必
要
が
生

じ
た
こ
と
及
び
、
字
句
の
整
理
の
た
め

本
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

矢
代
洋
三
委
員
長
、
中
井
盛
雄
副
委

員
長
、
村
田
康
生
委
員
、
渡
辺
賢
太
郎

委
員
、
鈴
木
徳
男
委
員
、
大
部
勝
央
委

員
、
篠
原
新
一
郎
委
員
、
鈴
木
一
二
委

員
、
佐
川
安
應
委
員

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
よ
ら
ん

剤
次
の
定
例
会
は
三
月
で
す

｜

’
（
そ
の
他
）

（
条
例
）

（
意
見
書
㈲
の
提
出
）

マー

議
会
事
務
局

内局、、門戸、n両向n
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吻

』
や
》
・

、一

》
一
月
十
四
日
附
市
内
各
地
で
五
穀

〆

》
豊
穣
と
無
病
息
災
を
祈
る
農
村
行
事
の

卍

醒
一
つ
で
あ
る
「
鳥
追
い
」
の
行
事
が
行

目

》
わ
れ
ま
し
た
。

卍

醒
北
組
地
区
で
は
、
約
七
十
人
が
参
加

ＱＨ

蝿
し
て
今
年
で
八
回
目
の
鳥
追
い
が
行
わ

毛

出
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
、
ン
ノ
や
竹
で
作

酔
っ
た
鳥
小
屋
の
中
で
、
甘
酒
や
田
楽
な

〆

翻
ど
の
手
作
り
の
味
に
大
喜
び
、
楽
し
い

》
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

》砧

帯
蔑
疲
駅
に
「
鯨
り
も
ち
」

西ｎ坪目

》
一
月
十
日
⑧
島
名
ス
ポ
ー
ツ
少
年

》
団
で
は
、
「
飾
り
も
ち
」
を
作
っ
て
、

呼

鋸
昔
を
し
の
び
、
こ
の
一
年
の
安
全
を
願

碑
い
ま
し
た
。

配

》
飾
り
も
ち
は
、
小
正
月
二
月
十
四

Ｊ凹

班
且
に
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
願
っ

哩

鑑
て
供
え
ら
れ
た
農
家
の
な
ら
わ
し
で
、

錨
ま
ゆ
玉
と
も
言
わ
れ
、
ミ
ズ
キ
に
赤
、

Ｈ

ゴ
４
、
七
ョ
、
述
斗
褥
小
《
ゴ
茎
、
ノ
、
到
苛
一
弐
ノ
、
Ｊ
，
（
ノ
号
心
《
く
『
、
１
し

一
月
十
日
⑧
島
名
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
で
は
、
「
飾
り
も
ち
」
を
作
っ
て
、

昔
を
し
の
び
、
こ
の
一
年
の
安
全
を
願

い
ま
し
た
。

飾
り
も
ち
は
、
小
正
月
二
月
十
四

且
に
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
を
願
っ

て
供
え
ら
れ
た
農
家
の
な
ら
わ
し
で
、

ま
ゆ
玉
と
も
言
わ
れ
、
ミ
ズ
キ
に
赤
、

白
、
黄
、
緑
色
の
四
色
の
も
ち
が
き
れ

ﾛⅡ■卵■■由■■■園■I

い
に
飾
ら
れ
ま
す
。

こ
の
飾
り
も
ち
は
、
列
車
を
利
用
す

る
人
た
ち
の
安
全
を
願
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
高

萩
駅
に
供
え
ら
れ
ま
し
た
。

空窒塞妻篝

曇＝＝＝一一‘

己



昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計
や
国

民
健
康
保
険
事
業
な
ど
、
四
つ
の
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
が
、
十
二
月
の

市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
の

市
議
会
で
認
定
さ
れ
た
水
道
事
業
、
工

業
用
水
道
事
業
の
企
業
会
計
の
決
算
と

あ
わ
せ
て
、
そ
の
内
容
を
お
し
ら
せ
し

一般会計歳入決算

76億1,162万円 （3.7）

効
率
的
な
に
露
＃

運
営
力
努

慰
撫

㈱
鵜
辮
灘
辮
辮
譲
蕊
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
鱗
辮
辮
轤
難
辮
灘
輪
灘

、
鶏
蕊
謬
辮
辮
蕊
辮
蕊
辮
蕊
議
辮
辮
辮
鱸
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
辮
蕊
辮
灘
辮
蕊
辮
鱸
辮
辮
鵜
辮

懇
蕊
～
昭
和
六
十
一
年
度
歳
入
歳
出
決
算
か
ら
～

自主財源・依存財源別内訳

（ ）内：前年比伸び率(％）

ま
す
。今
、
国
・
地
方
と
も
、
め
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
る
社
会
経
済
状
況
の
も
と
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
高
萩
市
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
か
ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
を

国･県支出金
13億3,567万2千円

17．5％

（1．6） 一

自
主
財
源

依
存
財
源

地方交付税
13億5,134万

4千円

17.8%

（15.9）

市税
32億8,112万
1千円

43．1％

（8.1）

41億7,827万円

54.9％

（3.4） ，

34億3,335万円

451％／

)、 (39） ／、

一
一
》

一

/／市債
51g4,950万円

7．2％

、 (.14.3)

図
る
た
め
効
率
的
な
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
、
二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
〃
海

と
緑
を
生
か
し
た
産
業
文
化
都
市
″
の

創
造
を
め
ざ
す
「
新
総
合
計
画
」
を
策

定
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

その他
8億9,714万9千円
11．8％

（△10.5）

その他
llE9,683万4千円

2.6％（8.4）

地方譲与税

｜娯楽施設利用税交付金
自動車取得税交付金
交通安全対策特別交付金

||議鰯
L|寄附金
繰入金

繰越金

｜諸収入

※国・県支出金には産炭地域振興臨時交付金を含みます。

土木費20.8%(6.4)

15億1.658万9千円

民生費158％（44）

11億5,538万2千円 一般会計

歳出決算
ｰ

73億1,120万8千円逢雲裳

特別養護老人ホーム｢松籟荘」
都市計画街路 (3.3）

市民一人あたり 4万3千9百円

一世帯あたり 14万6千4百円

市民一人あたり 3万3千4百円

一世帯あたり 11万’千6百円 （ ）内：前年比伸び率(％）

農林水産業費8‘4％（6.8）

6億1,327万6千円

衛生費8.1％（14.5）

5億9,332万6千円

その他12.6%(35.0)

9億2,525万7千円

（鱸:":iu曾働費）

下君田緑の郷コミュニティセンター

市民一人あたり 1万7千7百円

一世帯あたり 5万9千2百円

火葬場・斎場

市民一人あたり 1万7千2百円

一世帯あたり 5万7千3百円

市民一人あたり

一世帯あたり

2万6千8百円

8万9千3百円

舌



決算総括表
前年比伸び率

歳入(％） 歳出(％）
差し引き歳 出歳 入

会計

3．3般
今
云 73億1,120万8千円 3億41万2千円

二｣一

同1 76億1,162万円 3．7

3,922万2千円 7．3国民健康保険事業 14億5.744万9千円 7.814億9,667万1千円

特
別

42万2千円 ハ11．3 △21．6萩霊園事業 198万6千円
~古－
1戸］ 240万8千円

131g8,422万8千円 △ 1,079万9千円 17．7老人保健事業 16．613億7,342万9千円
今
云

451万7千円町西側土地区画整理事業 1億7,534万4千円 1億7,082万7千円
二二I

司

18．83.336万2千円30億1,449万円 18.6計 30億4,785万2千円

3億3.377万4千円 7．4103億2,569万8千円 7．5三_L
同’ 1061E5,947万2千円/△、

ロ

(企業会計の上欄は収益的収入及び支出，下欄は資本的収入及び支出です｡）

3億1,671万6千円

4億474万3千円

9,609万1千円

2．9 8．3

808.1 158.8

.0.3 5.7

△38．9

2．2 7．6

545.0 121.0

2億6,487万5千円

4億7,569万円

9,081万8千円

2,680万9千円

3億5,569万3千円

5億249万9千円

5,184万1千円

.7,094万7千円

527万3千円

△2,680万9千円

5,711万4千円

△9,775万6千円

水 道 事 業企
業
会
計

工業用水道事業

4億1,280万7千円

4億474万3千円

ダ
）計

市税の内訳市税収入の推移 32億8,112万1千円(8.1)
32．81

鯛
く〉
限

ミメ

ボ
＜〉

B
B
f

I
＞

溌
〆、

ミ》
く？

R
〉く

；：

鍬

前年比伸

び率(％）
構成比
（％）決算額区 分1）

市民税

固定資産税

電気税

14億2,494万6千円

12億4,541万6千円

2億3,639万3千円

1億8,117万円

1億6,996万6千円

1,795万6千円

527万4千円

“
｜
郷
一
ｍ
一
顕
一
池
叩
一
叩

９
１
１
４
２
４
７

■
●
■
■
■
町
色

９
９
０
９
５
９
３

１

１

△

△

20十

12

都市計画税

たばこ消費税

軽自動車税

10十 (単位：億円）

（ ）内：前年比伸び率(％）

’

そ の他58 59 60 61年度 57

教育費118％（△25.5）

8億6,313万1千円

公債費11.3%(3.0)

8億2,810万9千円

総務費11.2％（1.0）

8億1,613万8千円

一
》

１

…息蕊蘂…鴬撫塞曇毫蚤浅壽皇ゞ

君田小・中学校プール

市民一人あたり 2万5千円

一世帯あたり 8万3千4百円

選挙開票事務
市営住宅

市民一人あたり 2万3千9百円

一世帯あたり 8万円

市民一人あたり

一世帯あたり

2万3千6百円

7万8千8百円

市民一人あたりの市税負担額は

9万4千9百円

－世帯あたりの市税負担額は

31万6千8百円です。

市民一人あたりの経費は

21万1千5百円

一世帯あたりの経費は

70万6千円です。

算出には

昭和62年3月31日現在

/人口 、｛

34,569人

世帯数

( 10,356世帯ノ

の数字を使いました。

フ



市
営
住
宅
建
設
事
業

三
億
六
、
四
七
五
万
六
千
円

一
棟
三
十
戸
面
～
“
年
度
二
か
年
継
蓮

人
間
優
先
の
生
活
環
境
づ
く
り

心
豊
か
な
人
づ
く
り

君
田
小
・
中
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業

五
、
六
○
三
万
円

市
営
野
球
場
・
高
浜
運
動
広
場
整
備

一
、
三
七
七
万
四
千
円

図
書
館
運
営
経
費

四
、
六
二
四
万
三
千
円

図
書
購
入
費
ほ
か

健
康
で
や
す
ら
か
な

地
域
社
会
づ
く
り

老
人
福
祉
の
た
め
に

一
億
六
、
四
五
九
万
円

児
童
福
祉
の
た
め
に

三
億
六
一
四
万
四
千
円

心
身
障
害
者
福
祉
の
た
め
に

八
、
四
六
九
万
三
千
円

国
民
健
康
保
険
事
業
繰
出
金

六
、
三
○
○
万
円

保
健
予
防
の
た
め
に

二
、
一
二
一
万
七
千
円

〔
新
規
〕
破
傷
風
予
防
接
種
の
実
施

昭
和
六
十
一
年
度
の

主
な
し
ご
と

一
棟
十
二
戸
前
～
田
年
度
二
か
年
継
続
）

一
棟
二
十
四
戸
訂
～
館
年
度
二
か
年
継
続
）

一
棟
十
二
戸
訂
～
鯉
年
度
二
か
年
継
逓

火
葬
場
・
斎
場
建
設
事
業
負
担
金

一
億
一
、
二
二
○
万
八
千
円

消
防
施
設
整
備
事
業

一
、
八
六
四
万
二
千
円

都
市
発
展
の
基
礎
づ
く
り

都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

一
億
七
、
二
八
○
万
五
千
円

河
川
改
修
事
業

六
、
九
一
八
万
三
千
円

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

一
億
九
、
四
六
○
万
七
千
円

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
操
出
金

四
、
一
○
一
万
四
千
円

活
力
あ
る
市
民
生
活
を

つ
く
り
だ
す
産
業
づ
く
り

土
地
改
良
事
業

一
億
二
、
二
二
七
万
円

山
村
林
業
構
造
改
善
事
業
（
林
道
開
設
ほ
か
）

五
、
九
一
一
万
一
千
円

山
村
振
興
対
策
事
業

三
、
九
○
三
万
一
千
円

高
萩
・
北
茨
城
広
域
工
業
用
水
道
企
業

団
出
資
金

一
、
○
六
二
万
四
千
円

商
工
会
運
営
費
補
助
金

一
、
一
二
万
九
千
円

観
光
対
策
事
業

三
二
○
万
円

石戸

や

国
民
健
康
保
険
事
業

歳
入
で
は
、
医
療
費
の
伸
び
に
よ
る

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
改
正
や
、
国

庫
負
担
金
な
ど
の
増
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

被
保
険
者
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
、

保
険
税
で
は
四
万
七
、
二
一
八
円
（
前
年

度
四
万
四
、
八
五
三
円
）
、
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
金
五
、
八
九
七
円
（
前
年

度
六
、
五
八
八
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
は
、
医
療
費
の
伸
び
に
伴
い
、

保
険
給
付
費
で
十
一
・
六
％
（
九
、
九
六

六
万
七
千
円
）
、
老
人
保
健
拠
出
金
で
十

二
・
三
％
（
四
、
八
一
三
万
六
千
円
）
伸

び
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

被
保
険
者
一
人
あ
た
り
で
み
る
と
、

保
険
給
付
費
と
老
人
保
健
拠
出
金
は
十

三
万
一
、
○
六
四
円
（
前
年
度
十
一
万
七
、

八
八
一
円
）
と
前
年
度
に
対
し
て
、
十

一
・
二
％
伸
び
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

可

事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経
理
の

適
正
を
図
る
た
め
、
昭
和
六
十
一
年
五

月
か
ら
、
特
別
会
計
を
設
置
し
ま
し
た
。

当
地
区
の
公
共
施
設
の
整
備
改
善
と

宅
地
の
利
用
増
進
を
図
り
、
健
全
な
市

街
地
の
造
成
を
め
ざ
し
、
昭
和
六
十
七

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

老
人
保
健
事
業
野
』
電
律

決
算
額
は
、
前
年
度
に
対
し
て
歳
入

で
、
十
六
・
六
％
（
一
億
九
、
五
二
六
万

九
千
円
）
、
歳
出
で
、
十
七
・
七
％
（
二

億
八
一
九
万
二
千
円
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ

大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

年
々
、
増
加
を
続
け
て
い
る
医
療
給

付
費
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
で
も
十
八
・

二
％
（
二
億
一
、
二
四
○
万
一
千
円
）
と

前
年
度
の
伸
び
十
六
・
五
％
二
億
六
、

四
六
六
万
六
千
円
）
を
大
き
く
上
回
り
、

件
数
で
も
九
・
四
％
（
二
、
八
六
三
件
）

の
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

受
給
者
数
で
は
、
二
、
四
四
五
人
（
月

平
均
）
と
前
年
度
に
比
べ
て
一
二
八
人

（
五
・
五
％
）
の
増
加
を
み
て
い
ま
す
。

ｰ

松
久
保
工
業
団
地
や
市
内
の
七
事
業

所
に
、
契
約
水
量
年
間
七
百
三
十
万
㎡

二
㎡
あ
た
り
十
三
円
）
で
供
給
し
、

実
給
水
量
は
、
契
約
水
量
に
対
し
て
八

四
・
一
％
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
経
済

情
勢
の
変
動
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
、
料
金
改
定
を
通
産
大
臣
に
申
請

し
、
一
㎡
あ
た
り
十
五
円
の
改
定
承
認

を
得
ま
し
た
。

昭
和
六
十
一
年
度
の
業
務
量
は
、
給

水
件
数
七
、
三
二
二
件
（
対
前
年
比
四
・

九
％
増
）
、
給
水
人
口
二
万
四
、
一
六
三

人
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
九
八
二
人
、

四
・
二
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
給
水
量
は
、
二
六
一
万
二
、
一
六

四
㎡
を
供
給
、
給
水
普
及
率
も
七
一
・

八
％
に
達
し
ま
し
た
。

一
日
最
大
配
水
量
は
、
八
、
八
○
○
㎡

を
示
し
、
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

水
道
事
業

年
度
ま
で
を
施
行
期
間
と
す
る
実
施
計

画
に
基
づ
い
て
、
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

工
業
用
水
道
事
業

企
業
会
計

巳



昭和62年度上半期

予算執行の状況

～昭和62年9月30日現在～
盤

蕊灘議灘灘譲鐵鍵

灘灘譲蕊蕊鍵議
・予算額 ▲境川の河川改修
73億5，685万7千円

●支出済額

30億1,786万円, 41.0%

▲建設中の松岡幼稚園
●予算額 一迂回x〒vﾉ''ﾑ'．

73億5，685万7千円

●収入済額

34億5，169万2千円， 46.9％
|－般会計 I一般会

■■■
ｌ「ｌ

善一ロ

歳出 ｜ 歳入
5 10 15 20 25 30(億円）25 30(億円）別

－
１

５
１

lO

T

蝿
Ｔ

7"〃笏"う勿孫‘み〃ぅ勿勿勿勿Z''Z‘〃

癖

肺
Ｆ
岬
直
原
厚
辰

市

地

国

市

県

そ

17E8,786万2千円,56.1%5億8,966万8千円， 37．2％

15億8,326万8千円, 21.5%
土木費 税

31億8,506万7千円,43.3%
.ｰ

… 丘 8億8,850万2千円, 62.1%

14億3,190万円, 19.5%

5億2.540万6千円， 43．6％

)12億427万1千円， 164％
方交付税民生費

〃“ 1億9,125万5千円． 21．7％

)8億8,144万5千円‘ 12．0％

4億9,330万5千円， 48．1％

)10億2,541万7千円, 13.9%
庫支出金教育費

〃 4,100万円, 74％
)51E5,480万円, 7.5%

蓬"磯削§剛

” 3億6,489万5千円, 430％
）8億4,882万1千円， 115％

公債費 債

“ 3億9,650万'千円, 483％
18億2.068万8千円, 11.2%

総務費 支出金

癖 5億1,434万7千円" 50.7%
)10億1,546万4千円, 】38％

’ 9,585万5千円, 172％
）5億5.599万円， 7.6％

農林水産業費 の他

〃－ 2億3,339万5千円, 434％
、

）5億3,767万9千円， 7.3％
衛生費

解
収入支出済額，予算対比(％）

)予算額構成比(％） ）

その他騨その他
3億1,883万5千円， 40．8％

) 7億8,072万3千円, 10.6%

特別会計企業会計

上水道事業
支出済額１口″

，
＋
’

三
口
《
室 予算額 収入済額

予算対比
（％）

予算対比
（％）区分 予算額 収入済額 区分 予算額 支出済額

国民健康保険

事 業
5E1,903万3千円6El,138万6千円14億6,485万円収益的支出収益的収入 3IE 908万7千円 1127,424万9千円 56.4 2億6,902万円 8,880万4千円 33.0

資本的収入 6億1,627万3千円 114万円 資本的支出 7億8,765万2千円 1億3,059万4千円0.2 16．6

253万5千円 95万6千円高萩需圃事業 264万8千円
1億7,538万9千円 10億5,667万2千円 2億1,939万8千円9億2,536万円

二1

局T19.0 20,8三十
口I

工業用水道事業
6億3,236万3千円老人保健事業 15E370万'千円 6億4,274万8千円

予算対比
（％）

予算対比
（％）

区分 予算額 収入済額 区分 予算額 支出済額

町西側土地

区画整理事業
4,771万円3億2,832万8千円 6‘274万4千円収益的収入 収益的支出1E1,044万3千円 5,633万円 9,833万4千円 3,611万6千円 36.751.0

資本的支出資本的収入 2,690万2千円 1,280万2千円 47,6

12E 6万2千円言＋
ロI 32億9,952万7千円 13億1,941万3千円

'億1,044万3千円 5,633万円 計 1億2,523万6千円 4,891万8千円 mQ 1
UUDL

二L

同’ 51‘0

白



第
三
十
六
回

市
民
駅
伝
競
走
大
会
繍

し計いのひろ綾
タ
ス
手
を
つ
な
ぐ

１
近
あ
ｊ

身
か
２

の
何
６

ん
。
２

さ
す
線

な
ま
係
内

み
し
。
聰
‘

‐
介
い
広
１

は
紹
さ
報
１

－
を
だ
広
１

ナ
声
く
課
２

－
，
せ
動
一

．
事
寄
活
Ｓ

の
行
お
民
２

ば
や
で
市
き

る
題
ま
》
く

ひ
話
係
一

の
た
ら
先

民
つ
た
て

市
こ
し
あ卜ノ．

船
α
割

、
壮
年
の
部

お
女
子
の
部

ｗ
総
合
の
部

力▲

朝
も
や
の
中
を
走
る
人
、
放
課
後

や
夜
走
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
練

習
を
重
ね
た
六
十
一
チ
ー
ム
、
約
五

百
人
の
選
手
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し

て
、
十
二
月
二
十
日
側
、
第
三
十
六

回
高
萩
市
民
駅
伝
競
走
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
三
十
・
四
五
ｍ
（
中
学

・
壮
年
・
女
子
の
部
十
一
区
間
、
一

般
・
高
校
の
部
六
区
間
）
の
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
よ
う

と
、
沿
道
の
盛
ん
な
応
援
の
中
を
力

走
、
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

成
績
（
優
勝
チ
ー
ム
）

中
学
の
部
秋
山
中
Ａ

高
校
の
部
松
丘
高
校
陸
上
部
Ａ

一
般
の
部
日
本
加
工
製
紙
㈱
陸
上
部

壮
年
の
部
島
名
走
ろ
う
会
Ａ

女
子
の
部
秋
山
中
Ａ

総
合
の
部
日
立
工
業
高
校
Ａ

鍵
V池､ 通

隆…

W巌 fI

と署噌

i"》

魚

'零‘ 」■一
》
》 ク

リ
ス
マ
ス

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

十
二
月
二
十
五
日
幟
ク
リ
ス

マ
ス
の
こ
の
日
、
高
萩
ビ
ー
チ
ガ

ー
デ
ン
で
、
市
と
高
萩
市
心
身
障

レ
フ
ォ
ー
ム
も
決
ま
っ
て
る
ね

延焼を防ぎ

消防本部から表彰

12月9日体） 本町地内で発生した火

事を早期発見，初期消火，通報など，

冷静沈着な行動で延焼防止に努めたと

して，高萩市・十王町事務組合消防本

部から次のかたがたが表彰されました。

（敬称略）

田村 りき （本町）

荒井友次（本町）

根本研二（秋山）

害
児
者
父
母
の
会

主
催
、
高
萩
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
後

援
の
〃
ク
リ
ス
マ

ス
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
〃
が
約
三
十
人

の
参
加
者
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
は

じ
め
て
の
人
が
ほ

と
ん
ど
で
、
「
と

て
も
楽
し
か
っ
た

の
で
、
ま
た
や
り

た
い
。
や
み
つ
き

に
な
り
そ
う
で
す
四

と
う
れ
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

私のアイデア料理
》

〈材 料〉

11×21cmパウンド型2個分

●クリームチーズ 2509

●さとう 1309

●バター 859

●卵（大） 4個

●牛乳 160cc

●小麦粉 859

●バニラエッセンス少々●ハーフエッセンス少々

）（ チーズケー寺

食生活改善推進員

村田しげ子さん

（春日町）

「友人から聞いて，作ったのが

最初で，今は子どもたちも手伝っ

てくれるので楽しくケーキを作っ

ています。ふんわりとした中にし

っとりとチーズが溶けこんで，育ち

ざかりのお子さんにカルシウムた

っぷりのおやつです。
あ

あまり甘くないので，飽きがき

ません。手作りのおやつも， たま

にはいいですねり

■■●レモン汁 少々

〈作り方〉

①ボールにクリームチーズを入れて木じゃく

しでやわらかく練り， さとう909, とかし

バター，卵黄，バニラエッセンス， レモン

汁を加えて，泡だて器でなめらかに練りま

ぜる。

②別のボールで卵白を半ば泡だて，残りのさ
つの

とうを加えて，角がたつまで軽く泡だてる。

“に牛乳を少しずつ加えて混ぜ，②も加え

小麦粉を入れてゴムくらでさつくり混ぜる。

④オーブンの天板に湯をはり，バターをぬっ

たパウンド型に③を流し込み，表面にアル

ミはくをかぶせて,180℃で40分から50分焼

きあげる。
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秘とボランティア

秘

丹
た
ま
き
人（安
良
川
）

人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

「
高
萩
日
舞
会
は
、
公
民
館
講
座
で
一

年
間
勉
強
し
た
の
ち
、
趣
味
を
同
じ
く

す
る
人
た
ち
が
、
健
康
と
仲
間
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
昭
和
五
十
年
に
で
き
ま

し
た
。会
員
は
十
人
で
、
月
二
回
の
練
習
を

公
民
館
で
や
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十

三
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
か

ら
、
ま
っ
た
く
の
手
探
り
で
し
た
が
、

施
設
訪
問
や
地
域
の
老
人
会
に
積
極
的

に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
カ
ラ
オ
ケ
が
盛
ん
な
の
で
、

お
年
寄
り
の
か
た
も
マ
イ
ク
を
片
手
に

自
分
の
好
き
な
曲
に
合
わ
せ
て
、
踊
り

を
と
て
も
楽
し
ん
で
く
れ
ま
す
。

体
の
不
自
由
な
か
た
た
ち
を
訪
問
し

た
と
き
は
、
舞
台
と
客
席
が
一
緒
に
な

っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。

そ
ば
に
行
っ
て
手
を
に
ぎ
る
と
、
温
い

ぬ
く
も
り
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
踊
り
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
も
だ
い
ぶ
増
え
て
、
月
二
回

⑨

の
練
習
で
は
間
に
合
わ
ず
、
私
の
家
に

集
ま
っ
て
衣
裳
合
わ
せ
や
け
い
こ
を
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

金
婚
式
の
招
待
を
し
て
お
祝
い
を
し

た
と
き
は
、
結
婚
式
が
で
き
な
か
っ
た

人
も
い
て
、
と
て
も
感
謝
さ
れ
ま
し
た
ｃ

踊
り
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
い
ま
し
た
。
ま
ち
で
会
っ
た
か
た

に
も
、
「
高
萩
日
舞
会
の
人
で
す
ね
、
」
と

親
し
く
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
電
話

を
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
外
の
施
設
を
訪
問
す
る
こ
と
も
あ

り
、
会
の
名
称
を
「
日
舞
会
」
か
ら
、

「
高
萩
日
舞
会
」
に
改
め
ま
し
た
。

こ
の
会
を
は
じ
め
て
か
ら
十
二
年
間

は
、
夢
の
よ
う
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
平
凡
に
暮
ら
し
て
い
た
ら
気
づ
か
な

か
っ
た
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
人
の
心

の
ぬ
く
も
り
を
知
り
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
私
た
ち
の
活
動
が
、

一
粒
の
種
と
な
っ
て
や
が
て
大
き
く
実

っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
楽
し

い
活
動
を
続
け
な
が
ら
社
会
に
参
加
し

て
い
き
た
い
い
と
丹
さ
ん
は
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

※
高
萩
日
舞
会
で
は
、
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
一
緒
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
高
萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

云
二
三
二
一
二
内
線
三
五
四

一

）

歳
末
も
ち
つ
き
大
会

年
末
年
始
交
通
事
故
追
放

十
二
月
二
十
五
日
③
臨
海
学
園
で
、

も
ち
つ
き
大
会
市
内
の
各
種
団
体
な
ど
、
約
五
十
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
参
加
し
て
、
「
歳

十
二
月
二
十
五
日
勘
高
萩
警
察
署
末
も
ち
つ
き
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

一
月
五
日
㈹
、
六
日
伽
の
両
日
、
山

形
県
天
元
台
ス
キ
ー
場
で
、
四
十
九
人

が
参
加
し
て
、
親
子
ス
キ
ー
教
室
が
開

か
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
も
、
熱
心
な
指

導
を
受
け
な
が
ら
ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。

親
子
ス
キ
ー
教
室

■

一

う
ち
は
監
督
を
続
け
て
い
き
た
い
唾
と

木
内
幸
男
監
督
を
迎
え
て

自
分
の
体
験
談
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
子

第
十
三
回
ど
も
の
教
育
や
野
球
へ
の
情
熱
を
熱
っ

高
萩
市
教
育
振
興
大
会
ぽ
く
語
り
ま
し
た
。

一
一
一
一 リ

回|唐一
一
一

《
一
宮

子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
声
を
あ
げ

て
と
て
も
楽
し
そ
う
で
す
。
つ
き
た
て

の
も
ち
を
、
き
な
粉
も
ち
や
あ
ん
こ
も

ち
に
し
て
、
と
て
も
お
い
し
そ
う
に
喜

ん
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

▲ヨイショ／もうつけたかな？
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零

一

職 世界11"l罰を一人旅 ゞ
丘
好
瞳
湖
遮
鯵

蔦

、

哉

鐸

『蕊

はじめての海外旅行藩

蕊

可

長久保徹さん

（赤浜）

▲グァダルカナルから北へ25km

アリジョーネのまちで

ソロコンサート

▲子どもたちは世界中元気いっぱい／

スペイン(グァダルカナル)で

「
ス
ペ
イ
ン
の
南
部
、
セ
ビ
リ
ア
地
方

の
グ
ァ
ダ
ル
カ
ナ
ル
と
い
う
と
こ
ろ
に

約
三
か
月
滞
在
し
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
で
有
名
な
、
グ
ァ
ダ
ル

第
二
の
ふ
る
さ
と

ス
ペ
イ
ン
（
約
三
か
月
滞
在
）

赤
浜
の
長
久
保
徹
さ
ん
”
は
、
昭
和

六
十
二
年
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
約

半
年
間
に
わ
た
っ
て
、
世
界
の
十
一
か

国
を
一
人
旅
、
「
自
分
の
存
在
を
確
か
め

た
か
っ
た
〕
と
、
は
じ
め
て
の
海
外
旅

行
の
動
機
を
こ
う
話
し
て
い
ま
し
た
。

長
久
保
さ
ん
は
、
学
生
の
こ
ろ
か
ら

大
の
音
楽
好
き
、
自
分
で
ギ
タ
ー
と
歌

で
作
訶
、
作
曲
を
こ
な
し
、
渋
谷
附
近

で
コ
ン
サ
ー
ト
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に

参
加
、
優
秀
賞
な
ど
も
と
っ
た
こ
と
の

あ
る
腕
前
だ
そ
う
で
す
。

「
日
本
か
ら
、
西
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
（
約
三
か
月
）
、
北
ア
フ
リ
カ
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
イ

ギ
リ
ス
（
約
二
か
月
）
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
、

を
六
か
月
で
旅
行
、
経
費
は
約
九
十
万

円
、
家
庭
教
師
な
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
で

貯
め
ま
し
た
。

外
国
を
歩
い
た
時
、
自
分
の
置
か
れ

て
い
る
立
場
、
外
国
人
と
比
較
さ
れ
る

な
か
で
、
自
分
に
な
に
が
で
き
る
の
か
、

ｌ
自
分
の
力
を
試
し
、
冒
険
し
て
み

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
あ
り
ま
し

た
四

一

）

｜
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
約
二
か
月
滞
在
し

ま
し
た
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

語
学
の
勉
強
を
一
か
月
続
け
ま
し
た
。

日
本
人
経
営
者
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

カ
ナ
ル
島
と
い
う
の
は
、
こ
の
地
方
出

身
の
冒
険
家
が
発
見
し
た
島
に
、
こ
の

地
方
の
名
を
付
け
た
と
こ
ろ
か
ら
き
て

い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
す
ぐ
近
く
に
グ
ァ
ダ
ル
キ
ビ

ー
ル
と
い
う
川
が
あ
り
、
ゴ
ロ
ン
ブ
ス

の
旅
立
っ
た
川
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
し
た
。

私
は
、
英
語
は
少
し
わ
か
り
ま
す
が
、

ス
ペ
イ
ン
語
は
ま
る
で
だ
め
で
す
。

一
か
月
間
、
図
書
館
に
通
っ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
に
教
わ
っ
た
り
、
辞
耆
も

な
い
な
か
で
、
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
。

日
本
の
田
舎
の
町
を
思
わ
せ
る
、
こ

の
地
方
の
人
々
は
、
宗
教
や
家
族
を
重

ん
じ
、
〃
自
分
の
身
の
周
り
を
愛
せ
る

か
ら
他
人
も
愛
せ
る
〃
と
い
っ
た
、
の

ど
か
な
親
し
み
の
も
て
る
第
二
の
ふ
る

さ
と
と
い
っ
た
感
じ
の
と
こ
ろ
で
す
。

音
楽
で
の
ふ
れ
あ
い
も
、
た
く
さ
ん

あ
り
、
こ
こ
で
買
っ
た
ギ
タ
ー
を
持
っ

て
、
ず
っ
と
旅
を
続
け
ま
し
た
。

み
ん
な
に
、
私
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

覚
え
て
も
ら
っ
た
り
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

で
、
ギ
タ
ー
と
歌
の
仕
事
な
ど
も
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
寧

ロ
ン
ド
ン
て

茨
城
弁
の
会
話

（
約
二
か
月
滞
在
）

’「
世
界
の
英
語
圏
の
大
き
な
町
に
行
く

と
、
と
て
も
日
本
人
が
多
い
の
に
驚
か

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
留
学
を
す
る
人
は
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、

本
当
の
意
味
で
成
功
し
て
い
る
人
は
、

一
握
り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

日
本
で
、
し
っ
か
り
語
学
を
勉
強
し

て
か
ら
出
か
け
な
い
と
、
む
こ
う
へ
行

っ
て
こ
と
ば
を
覚
え
る
こ
と
は
、
不
可

能
に
近
い
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。

私
は
、
ま
た
い
つ
か
お
金
を
貯
め
て
、

出
か
け
て
行
き
た
い
と
い
う
希
望
を
持

っ
て
い
ま
す
〕
（
完
）

語
学
の
勉
強
を
し
て

出
か
け
た
い

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ

の
経
営
者
が
な
ん
と
、
私
の
履
歴
書
を

見
て
〃
私
も
高
萩
高
校
の
卒
業
生
だ
よ
。
〃

と
い
う
の
を
聞
い
て
び
っ
く
り
、
そ
し

て
、
私
よ
り
一
週
間
前
に
ア
ル
バ
イ
ト

を
は
じ
め
て
い
た
女
の
子
は
、
秋
山
中

学
校
の
卒
業
生
、
‐
１
１
奇
遇
と
い
う
か
、

遠
い
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
の
町
で
、

三
人
で
な
つ
か
し
い
茨
城
弁
で
話
し
が

は
ず
み
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
は
、
今
、
日
本
食
ブ
ー

ム
で
、
す
し
（
卜
ｇ
と
か
す
き
や
き

な
ど
の
日
本
食
が
、
と
て
も
流
行
し
て

い
る
の
で
す
四

ｰ

県
道
高
萩
塙
線
（
都
市
計
画
道
路
高

戸
上
手
綱
線
）
の
開
通
に
伴
い
、
三
月

十
二
日
出
か
ら
高
戸
里
道
踏
切
（
桝
形

踏
切
）
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
建
設
課
へ

盃
二
三
’
二
二
一
内
線
四
○
五

こ
の
た
び
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
、
原
口
咲
子
さ
ん
（
春

日
町
三
’
五
念
二
二
’
三
二
八
六
）
か

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

○
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

鈴
木
廣
次
上
君
田
五
三
七

ｓ
二
八
’
○
一
○
三

の
ぷ
お

北
畠
暢
男
本
町
四
’
八
四

念
二
二
’
二
八
五
一

永
山
美
知
雄
下
手
綱
五
九
○

合
二
二
二
七
三
五

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
、
人
権
思
想
の
啓
発
に
努

力
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
が
た

高
戸
里
道
踏
切
（
桝
形
踏
切
）

の
閉
鎖
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の

お
し
ら
せ
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申
告
書
は
、
日
程
に
合
わ
せ
て
順
次

み
な
さ
ん
の
地
域
別
に
、
税
務
課
か
ら

直
接
郵
送
し
ま
す
。

別
表
の
と
お
り
、
二
月
十
六
日
㈹
か

ら
二
十
四
日
㈱
ま
で
（
土
曜
日
の
午
後

日
曜
日
は
除
く
。
）
、
“
出
張
申
告
受
け
付

け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
最
寄
り
の
申
告
場
所
を
ご
利
用
く
だ

一
》Ｉ

は
め
告
早
申
お
の税

今
年
も
、
個
人
市
県
民
税
と
所
得
税

の
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

申
告
の
期
間
は
、
二
月
十
六
日
㈹
か

ら
三
月
十
五
日
㈹
ま
で
で
す
。

適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
、
申
告
害

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
正
し
く
申
告
し
、
納
得

の
い
く
税
金
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

個
人
市
県
民
税
の
出
張
に
よ
る
申
告

指
導
と
受
け
付
け
は
、
別
表
の
日
程
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

6日(災)か

月15日(災

申
告
書
は
直
接
送
付
し
ま
す

申告指導と受け付け日程
今
年
の
一
月
一
日
現
在
、
高
萩
市
内

に
居
住
し
て
い
た
人
は
、
原
則
と
し
て

申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
給
与
所
得
だ
け
の
人
は
申

告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
勤
務

先
で
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
し
て
い
な
い
場
合
は
、
本
人
が
直
接

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
年
中
に
災
害
を
受
け
た
こ

<別表〉 茎
」
い
Ｃ
ま
た
、
三
月
十
日
㈱
を
過
ぎ
る
と
、

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
市
県
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

月 日 ｜ 時 間月 日 場 所

上君田生活改善センター

緑の郷コミュニティセンター

横川小学校

午前10時から

午後3時まで
2月16日(火）

若栗公民館

大能生活改善センター

中戸川公民館

赤浜田園都市センター

関口公民館

高戸公民館

山手公民館

下組公民館

行人塚集会所

島名多目的研修会館

秋山ナカラ集会所

北組公民館

駒木原集会所

秋山下生活改善センター

下手綱公民館

安良川公民館

秋山中公民館

石滝公民館

有明町集会所

上手綱生活改善センター

北組公民館

駒木原集会所

秋山下生活改善センター

下手綱公民館

安良川公民館

秋山中公民館

石滝公民館

有明町集会所

上手綱生活改善センター

一
》
一
●
）

2月17日(水） 〃

と
に
よ
る
雑
損
控
除
や
、
自
分
や
家
族

が
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
医

療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、

申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
確
定
申
告
（
所
得
税
の
申
告
）
を
し

た
人
は
、
個
人
市
県
民
税
の
申
告
は
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
に
あ
た
っ
て

お
願
い
申
告
書
に
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）

扶
養
家
族
な
ど
、
必
要
な
こ
と
が
ら
を

同
封
の
申
告
書
記
載
例
を
参
考
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

2月18日(木） 今

2月19日(金）

2月22日(月） 〃

②
収
支
を
明
ら
か
に
し
た
帳
簿
、
耆
類

（
給
与
所
得
者
は
源
泉
徴
収
票
）

③
社
会
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料
、

国
民
年
金
の
領
収
書
、
ま
た
は
、
納

税
証
明
書

④
生
命
保
険
料
、
簡
易
保
険
料
、
個
人

年
金
保
険
料
を
支
払
っ
た
証
明
書

⑤
医
療
費
を
支
払
っ
た
領
収
書
と
保
険

金
な
ど
で
、
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の

わ
か
る
書
類

※
個
人
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課
へ
壷
二
三

’
一
二
一
一
内
線
二
○
四
、
二
○
五

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、

Ⅱ
立
税
務
署
壷
○
二
九
四
’
一
二
’
六

三
四
六
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2月23日(火） 〃

マ

2月24日(水） 〃

※なお，市役所税務課では2月16日(火)から3月15日(火)までの

毎日 （ただし，土曜日の午後， 日曜日は除く｡)午前8時30

分から午後5時まで受け付けをしていますので,お早めに申

告されるようご協力ください。

妃
輔
抵
謡
蝋
纈
調
毅
鴇
篭
過
蝿
瀕
滝
伊
醗
匿
ゞ
《
認
畔
醸
鶴
溌
箪
貯
、
》
診
か

‐
罵
蕊
緊
魁
圃
舗
■
潮
舜

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

移
動
巡
回
芸
術
劇
場

劇術 場巡 回移文
，
可
Ｉ
ｋ

化
叱
山
じ

報
雌
恥

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

田
所
書
店
、
仲
屋
書
店
、
深
谷
書
店
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ト
ア
上
島
名
ね
も
と
・

高
浜
や
お
け
ん
、
野
木
商
店
、
日
立
市

民
会
館
、
ピ
ア
ノ
マ
ー
ト
（
磯
原
）
、

文
化
会
館
（
念
二
三
’
七
四
一
二

じ
か
ん
午
後
一

入
場
料
Ａ
席
Ｂ
席

入
場
券
発
売
中

谷
桃
子
バ
レ
エ
団
公
演

「
白
鳥
の
湖
」

文
化
会
館

も
よ
お
し
も
の

｜
｜
月
十
四
日
日

時
三
十
分
～

三
、
○
○
○
円

二
、
五
○
○
円
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司
‐
‐
‐
１
１
－
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
１
１
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
〃
ゞ
・
ィ
‐
”
〃
割
‐
＃
｜
“
￥
ノ

キ
宮
や
凡

。
。
」
、
『
“
手

「
三
宝
に
帰
依
し
、

織
之
上
晶
異
・
綜
丸
妾
聖
、
乙
起
と
兵
《
偽
一
己
ン

と
↓
夢
‐

話

一
菩
提
心
を
発
せ
よ
」

支
遍
殉
当
ね
‐
持
嘩
雑
罪
鋤
寺
浅
茶
え
乱
各
笈

舗
俗
繍
、
；
諄
を
た
れ
て
去
っ
た
．

二
う
べ

と
い
う
と
、
猿
は
頭

沖
挫
乏
式
頻
宅
ご
曇
へ
・
認
｛
垂
と
鍵
秀
逵
退

神
旧
衿
嶋
ご
柔
人
上
全
土
雫
實
箕
ご
鋳
‐
辿
動

緬
民
軸
〃
，
田
あ
る
夜
大
師
は
夢

の
中
に
猿
が
童
子
と

誌
算
湛
風
姥
‐
沖
亀
母
・
之
塞
怪
受
や
表
到
十
鈎

志
化
し
て
、
礼
謝
し
て
由
叡
鼠
人
夫
‐
七
老
塾
炎
灸
差
之
』
章
捧
裁
迄
墾
動

高
二
一
一
一
一
．

西
に
向
か
っ
て
去
っ
崎
舞
上
釘
凌
回
‐
封
碕
平
泉
，
金
‐
気
刈
埠
役
｜
一
ゞ

｜
霊
礎
山
に
も
猿
に
関
す
る
伝
説
が
あ
て
行
く
の
を
み
た
。
破
〆

｜
る
。
「
竪
破
山
縁
起
」
に
つ
ぎ
の
よ
う
翌
日
、
大
衆
を
集
め
堅
ｆ
毎
則
へ
四
畳
匂
一
イ
奥
晶
未
・
灸
田
．
延
怪
・
茎
塁
極

一
な
話
が
み
え
る
。
て
、
つ
ぶ
さ
に
夢
中
▼
罰
。
中
会
錐
混
灸
僅
唖
‐
浴
〃
こ
流
‐
写
令
ゞ
圭
一
一
ユ
今
唯

一
慈
覚
大
師
は
竪
破
山
に
も
精
舎
を
建
の
こ
と
を
説
い
た
。
ま
た
慈
覚
大
師
が
そ
の
後
、
源
頼
義
、
義
家
父
子
が
清
一

し
ょ
う
じ
て

よ
り
よ
し

一
立
し
て
、
鎮
護
国
家
と
仏
法
興
隆
の
修
峯
の
上
で
十
七
日
の
間
、
一
念
三
千
の
原
氏
追
討
の
た
め
奥
州
に
向
か
っ
た
と
一

一
法
を
な
し
た
。
あ
る
と
き
大
師
が
山
間
秘
法
を
修
し
た
と
き
も
猿
が
多
く
集
ま
き
、
竪
破
山
よ
り
紫
の
雲
が
た
な
ぴ
い
一

あ
か

一
を
甦
建
し
、
岩
の
上
に
座
し
て
い
る
と
、
り
、
手
に
手
に
開
伽
の
水
を
く
ん
で
、
た
。
そ
し
て
雲
の
中
か
ら
神
猿
が
飛
ん
一

一
老
猿
が
現
わ
れ
慈
覚
大
師
を
礼
拝
し
て
そ
の
法
座
に
列
し
た
。
修
法
が
終
わ
る
で
き
て
、
五
色
の
幡
を
頼
義
に
授
け
た
、
｜

｜
鳴
声
が
止
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
憐
れ
と
、
群
猿
は
慈
覚
大
師
を
取
り
囲
み
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

あ
わ

一
に
思
い
、
念
珠
を
も
っ
て
功
徳
を
施
し
、
護
送
し
て
去
っ
た
、
と
伝
え
て
い
る
。

〃
§
レ
ー
ダ
、

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

罰f裳達し釜f芹沖支碕人

児
童
手
当
法
の
改
正

新
し
い
児
童
手
当
法
が
実
施
さ
れ
、

十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二
人
以
上
養
育

し
て
い
る
人
（
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
）
に
、
児
童

手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
新
し
い
制
度
は
年
度
ご
と
に
支

給
対
象
が
変
わ
り
、
今
年
は
法
改
正
の

経
過
措
置
制
度
三
年
目
と
な
り
、
四
月

一
日
か
ら
完
成
し
た
制
度
に
な
り
ま
す

児
菫
手
当
の
認
定
請
求
と

額
改
定
の
手
続
き

（
第
一
一
子
輻
獅
奉
読
璋
艫
）

今
年
の
受
給
資
格
者

○
二
人
目
満
六
歳
未
満

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
（
昭
和
六
十
三
年
四
月
一

日
で
満
六
歳
未
満
）
を
含
む
十
八
歳
未

満
の
児
童
を
二
人
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

○
三
人
目
以
降
満
六
歳
未
満

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
（
昭
和
六
十
三
年
四
月
一

日
で
満
六
歳
未
満
）
を
含
む
十
八
歳
未

満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
い
る

｝
」
‐
〆
」
○

※
な
お
、
三
人
目
以
降
の
手
当
を
支
給

さ
れ
て
い
る
人
で
、
昭
和
六
十
三
年
四

月
一
日
で
満
六
歳
に
到
達
し
た
児
童
を

（
、
》

＝
日 '

中 、夛〆生：鼠算嶋ｲﾑ率之堅'：

慈難：が鯰螺
γロ，冬旦と.鬼人産；ね基.為6Zjl

鴦早葛誼圭諌蕊を
藩奥羊多:今圭篭麓懲

･士､

シ′品采灸之一

一 ． ’嫁っぺ種私錘之鍔技
繊章之’蚤壱&－塚,ご毎当

認 ゞ
令可；気奪・

，え名え ‐： 玖鈎 さ』， ど童公ら皇、

画

養
育
し
て
い
る
人
に
は
、
手
当
が
支
給
）

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
（
資
格
喪
失
）
》

支
給
額
児
童
手
当
の
額
は
、
二
人
目
の
児
童
》

に
は
月
額
二
、
五
○
○
円
、
三
人
目
以
降
》

の
児
童
に
は
月
額
五
、
○
○
○
円
が
支
鍔

給
さ
れ
ま
す
。

》

手
続
き
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日
に
、
新
し

く
対
象
と
な
る
か
た
は
認
定
請
求
言
を
、

現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
で
、
変
更

の
あ
る
場
合
は
、
額
改
定
届
を
三
月
三

十
一
日
嗣
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
》

※
詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ

恋
二
三
’
二
二
一
内
線
二
三
三
》鯉

血
圧
が
高
い
と
い
わ
れ
た
ら

竺

査
吐
吐

望

診
龍
脂

康
ｍ
ｍ
‐
皿
回
要
精
検

健
弥
知

般

証
》
韮
皿
［
Ｍ
Ｈ
治
療
中

の

市
■

度

酔
恥
一
異
常
な
し

６日矛
一
一

一

昭
刈
㈹
㈹
伽
叩
叩
叩

く
０
５
０
５
０
５

３
２
２
１
１

高
血
圧
は
な
ぜ
こ
わ
い
？

高
血
圧
で
こ
わ
い
の
は
、
合
併
症
で

じ
人

す
。
と
く
に
、
脳
、
心
臓
、
腎
臓
へ
の

影
響
が
重
大
で
す
。
高
血
圧
の
人
は
、

定
期
的
に
検
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

血
圧
管
理
は
長
期
戦

高
血
圧
の
治
療
は
、
長
期
間
に
わ
た

り
ま
す
の
で
自
己
判
断
せ
ず
、
診
断
は

あ
く
ま
で
も
医
師
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
て

あ
せ
ら
ず
生
活
上
の
注
意
を
守
り
、
気

長
に
付
き
合
い
た
い
も
の
で
す
。

※
こ
れ
以
上
、
血
圧
を
上
げ
な
い
た
め

に
、
高
血
圧
の
人
は
次
の
よ
う
な
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

異
常
な
し

昭
和
六
十
二
年
度
の
一
般
健
康
診
査

の
受
診
者
は
、
三
、
八
四
二
人
で
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。

精
密
検
査
必
要
者
四
二
○
人
の
中
で

二
三
一
人
が
高
血
圧
で
し
た
。

〈
お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す
〉

ー

③
息
に
墓
り
』
こ
ろ
に

牟
山
な
Ⅵ

①
橿
分
は
瓜
ゆ
え
弧
に

一
日
暇
０
奨
内

爲
謝
蝿
『
④
輌
檸
罐
騨
澱
罰
帰
』
し
ぽ
い

，K~l) <-)、

冨

3- f

②
頗
禽
王
で
た
り

赤
十
字
救
護
車
が

市
に
寄
贈

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
か
ら
、

新
し
い
赤
十
字
救
護
車
（
ラ
イ
ト
バ
ン
）

一
台
が
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
災
害
救
護
活
動
を
は

じ
め
、
赤
十
字

活
動
で
の
機
動

力
が
ア
ッ
プ
、

そ
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま

す
。
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董
励
堯
冒
官
あ
り
が
と
う

Ａ
■
■
▽
″
皇
団
弓
口
△
■
▼
。
旦
垂
壷
Ｊ
■
■
■
７
■
屋
毒
暫
口
＆
■
ロ
ロ
旦
秘
圃
Ｉ
且
■
■
７
呈
宰
害
ｊ
■
一
■
■
７
１
垂
言
Ｊ
Ａ
－
■
ｖ
ｐ
８
垂
亜
画
Ａ
■
■
７
日
垂
『
言
Ｊ
■
■
■
ｒ
＆
画
壱
Ｊ
■
■
ワ
ロ
呈
邑
晋
Ｈ
■
■
■
Ｖ
邑
己
ヨ
亨
口
且
■
■
Ｆ
Ａ
亜
国
Ｊ
凸
一
■
ロ
ｙ
昌
量
画
ｊ
△

昭
和
六
十
三
年
度
の
高
萩
市
建
設
工

事
等
の
指
名
競
争
入
札
参
加
願
い
を
受

け
付
け
ま
す
。

高
萩
市
建
設
工
事
関
係

○
受
付
日
程

三
月
一
日
㈹
か
ら
三
月
十
五
日
㈹
ま

で
の
日
曜
日
を
除
く
、
毎
日
午
前
九
時

か
ら
三
時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
土
曜

日
は
午
前
十
一
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
県
外
の
建
設
業
者
及
び
測
量
設
計
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
も
同
じ
日
程
で
受

○
清
水
常
光
さ
ん
春
日
町

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
茨
城
県
建
築
士
会
高
萩
支
部

一
万
四
、
○
一
○
円
社
会
福
祉
へ

○
高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

二
十
万
円
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
益
金

○
七
宝
焼
宝
菜
会

一
万
円
社
会
福
祉
へ

○
高
萩
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

二
万
円
福
祉
作
業
所

心
身
障
害
児
者
父
母
の
会
へ

指
名
競
争
入
札

参
加
願
い
の
受
け
付
け

け
付
け
ま
す
。

○
受
付
場
所

総
務
部
庶
務
課
文
書
係
（
市
役
所
本

庁
舎
三
階
）

○
願
書
の
様
式
、
添
付
書
類

願
書
の
様
式
は
建
設
省
統
一
様
式
で

す
。
添
付
書
類
に
つ
い
て
は
、
次
の
書

面
等
を
順
番
に
と
じ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
参
加
資
格
申
請
書

②
経
営
事
項
審
査
申
請
害
の
写
し
、
及

び
提
出
済
証
明
書
の
写
し

③
納
税
証
明
聿
貝
国
税
及
び
地
方
税
等
）

○
吉
田
好
毅
さ
ん
春
日
町

二
万
六
、
○
○
○
円
社
会
福
祉
へ

○
高
萩
市
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

七
、
二
五
○
円
社
会
福
祉
へ

○
秋
山
保
育
所
職
員
一
同

一
万
五
、
○
○
○
円
社
会
福
祉
へ

○
鈴
木
廣
一
さ
ん
島
名

十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
農
協
婦
人
部
施
設
も
ち
つ
き
会
へ

も
ち
米
九
十
六
町

○
北
部
自
動
車
サ
ー
ビ
ス
エ
場

三
万
六
、
五
○
○
円
臨
海
学
園
へ

○
鈴
木
豊
男
さ
ん
日
立
市

五
、
○
○
○
円
臨
海
学
園
へ

○
武
田
喜
司
さ
ん
高
萩

吉

ー

※
市
内
の
業
者
は
、
市
県
民
税
、
固
写
機
に
よ
る
写
し
で
も
か
ま
い
ま
せ

定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
自
動
車
ん
。

税
、
国
民
健
康
保
険
税
等
、
直
前
二
※
指
名
願
い
の
申
請
書
（
用
紙
）
に
は
、

か
年
の
証
明
書
建
設
業
協
会
の
本
部
、
ま
た
は
、
各

④
工
事
経
歴
言
（
営
業
経
歴
言
）
支
部
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

⑤
技
術
者
経
歴
書

日
立
・
高
萩
・
十
王

⑥
営
業
機
械
器
具
一
覧
表

広
域
下
水
道
組
合
関
係

⑦
建
設
業
退
職
金
共
済
組
合
加
入
証
明

書
昭
和
六
十
三
年
度
の
日
立
・
高
萩
．

③
法
定
外
労
災
補
償
制
度
へ
の
加
入
証
十
王
広
域
下
水
道
組
合
建
設
工
事
等
の

明
言
（
加
入
し
て
い
る
場
合
）
指
名
参
加
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。

⑨
建
設
業
許
可
書
（
確
認
言
）
写
し

⑩
営
業
所
一
覧
表
○
受
付
日
程

⑪
身
分
証
明
書
市
役
所
と
同
じ
で
す
。

⑫
主
要
取
引
金
融
機
関
名
○
受
付
場
所

⑬
使
用
印
鑑
届
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組

⑭
印
鑑
証
明
言
合
庶
務
課
（
十
王
町
伊
師
二
二
二
○
）

※
添
付
書
類
の
う
ち
各
証
明
書
は
、
複
壷
三
二
’
五
五
九
五

一
万
円
社
会
福
祉
へ
○
匿
名
一
万
一
、
○
三
三
円

ち
か

○
永
山
愛
さ
ん
十
万
円

○
日
本
加
工
製
紙
㈱
管
理
職
一
同

歳
末
た
す
け
あ
い

六
万
円

○
く
み
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
母
子
福
祉
会
五
、
○
○
○
円

五
万
三
、
四
六
三
円
○
塩
畑
ア
イ
子
さ
ん
一
万
円

○
Ｎ
Ｋ
給
油
所
六
、
六
七
○
円
○
児
玉
ミ
チ
エ
さ
ん
七
、
八
○
二
円

○
吉
田
清
さ
ん
三
、
○
○
○
円
○
立
正
佼
成
会
茨
城
教
会
青
年
部

○
藤
井
實
さ
ん
三
、
○
○
○
円
八
万
一
、
一
七
八
円

○
遺
族
会
婦
人
部
一
万
二
、
一
○
八
円
○
秋
山
小
学
校
児
童
会

○
生
長
の
家
高
萩
相
愛
会
一
万
円
五
万
一
、
一
三
九
円

○
台
駒
木
原
高
砂
老
人
会
○
熊
坂
吉
惠
さ
ん
一
万
円

八
、
九
六
四
円
○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
七
、
六
○
○
円

○
無
線
ク
ラ
ブ
茜
会
○
福
祉
事
務
所
職
員
一
同

一
万
二
、
二
六
六
円
八
、
五
四
九
円

』
且
■
■
ｒ
旦
垂
■
可
ｙ
“
ａ
■
■
，
且
垂
．
Ｆ
４
ａ
■
■
ｒ
畠
■
■
ｖ
■
■
■
■
ｒ
■
己
署
，
且
二
■
■
ｒ
企
邑
■
亨
日
■
■
■
ｒ
６
呈
竃
理

！
ｉ
§ ｰ、

１

１

１
駐
画
面
＆
■
７
Ａ
■
ワ
ｊ
■
■
７
二
■
で
１
■
■
ワ
ー
畠
■
ｙ
凸
■
■
ｒ
４
垂
吾
ｊ
■
■
７
垂
垂
▽
４
－
■
Ｕ
Ｖ
呈
渭
画
ｎ
Ａ
■
ロ
ｒ
皇
己
匡
ｊ
■
■
■
ｒ

○
坂
場
博
一
さ
ん
五
、
○
○
○
円

○
松
岡
中
学
校
六
、
八
六
五
円

○
常
陽
銀
行
高
萩
支
店
五
万
円

○
愛
正
園
九
、
六
七
三
円

○
大
心
苑
親
和
会
二
万
三
、
五
八
三
円

園
寄
贈
・
図
書
館
へ

古
書
寄
贈

○
石
井
康
雄
さ
ん
安
良
川

新
本
寄
贈

○
大
山
一
郎
さ
ん
安
良
川

○
高
萩
青
年
会
議
所

圏
寄
贈
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ

○
高
萩
地
区
更
生
保
護
婦
人
会

五
万
円
（
図
書
購
入
代
と
し
て
）

昭
和
六
十
三
年
度
学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
指
名
参
加
願
い
を
受
け
付

け
ま
す
。

○
受
付
日
程

二
月
十
日
㈱
か
ら
二
月
二
十
九
日
側

○
受
付
場
所

高
萩
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
願
書
、
添
付

書
類
等
は
給
食
セ
ン
タ
ー
で
お
渡
し
し

ま
す
。
※
詳
し
く
は
、
給
食
セ
ン
タ
ｉ

へ
念
二
三
’
七
四
一
二

給
食
セ
ン
タ
ー
関
係

○
願
書
の
様
式
、
添
付
書
類

市
役
所
と
同
じ
で
す
。
（
た
だ
し
、

Ｂ
５
版
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
て
く
だ
さ
い
。
）

※
隔
年
受
付
か
ら
単
年
受
付
に
な
り
ま

し
た
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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⑦日曜当番医弓
こ
呈
上
主
つ

星

レ

ブ

け
い
だ
い

杉
木
立
の
う
っ
蒼
と
し
た
参
道
を
通
り
、
境
内
に
登
る
と
、
冬
の
陽
の

や
わ
ら
か
な
光
が
満
ち
て
い
た
。

や
し
ろ

じ
い
す
ぎ
ぐ
ん
じ
よ
う

か
し
わ
で

お
社
の
裏
に
爺
杉
が
群
青
の
空
に
そ
び
え
、
柏
手
を
響
か
せ
て
参
拝
者

二
一
つ
べ

は
静
か
に
頭
を
た
れ
て
い
ま
し
た
。

八
幡
宮 時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

三
月
の
献
血
は
、
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
月
七
日
附
の
駅
前
街
頭
献

血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
一
○
一

名
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

三
月
一
日
㈹
午
前
永
谷
園
本
舗

午
後
山
之
内
製
薬

※
永
谷
園
本
舗
内
で
、
一
般
の
か
た
の

献
血
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
衛
生
課

へ
盆
二
三
’
二
一
二
内
線
三
六
三

献
血
だ
よ
り

一

－

一
､ ﾂ
歩, ､ －1

高萩美術協会員安
なが
～

水

さと 二

里子

｢~毫歴羅三罫壼雪盲弱量－1
－全線開通記念一

｜ 日 時 2月28日(日)雨雪決行,午前9時30分集合
｜ 集合場所高萩インターチェンジ入口 （各自現地集合）

｜ コース高萩インターチェンジから舞良塲川橋までの性 ｜
復約7km

｜ 参加者市内に居住， または通勤･通学しているかたで， ｜
健康に自信のある人

｜ 申込方法 2月15日(月)から25日(木)までに，市民体育館内で入 ｜
場整理券を配布します｡(先着2,000名, 1人1枚) |

｜ 臨時駐車場．臨時バス
手綱工業団地内に指定駐車場を設置それ以外は ｜
駐車禁止です。 また，臨時バスを文化会館駐車場 ｜
から高萩インターチェンジまで往復運行しますの ｜
で， ご利用ください。

| ‘咽”記念"崎-*)I/'-侭念』…'…'｡ |酒)， アトラクションなどを予定

| ※認" '…陣…常響自…鰯…行事雲” ｜
i 委貝会事務局へ念23-2552 i

( 年金相談コーナーを開設 ）

日
ご
ろ
、
年
金
の
こ
と
で
疑

緬
痙
嘩
醗
韮
岬
討
確
雪
寸
罐
諦
罐

お
答
え
し
ま
す
。

と
き
二
月
十
八
日
附
午

前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で

と
こ
ろ
中
央
公
民
館

※
相
談
は
無
料
で
す
。
な
お
、

保
険
料
の
未
納
分
に
つ
い
て
も
、

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
へ

冠
二
三
’
一
二
二内線
二
三
二

昭
和
二
十
二
年
に
、
労
働
基
準
法
が

制
定
さ
れ
て
以
来
、
四
十
年
ぶ
り
に
労

働
時
間
法
制
を
中
心
と
し
て
、
大
幅
に

改
正
さ
れ
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
労
働
基
準
法
の
円
滑
な
施
行
を

図
る
た
め
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署
で

は
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。と
き
二
月
二
十
四
日
附

午
後
一
時
か
ら

と
こ
ろ
高
萩
市
中
央
公
民
館

改
正
労
働
基
準
法
の

説
明
会

Lゴ

※
二
月
一
日
よ
り
、
昭
和
六
十
三
年
度

加
入
受
付
中

会
費
一
年
間
大
人
九
百
円

中
学
生
以
下
五
百
円

共
済
期
間
毎
年
四
月
一
日
～
翌
年
三
月
三
十
一
日

万
一
の
時
、
お
支
払
い
見
舞
金
は

死
亡
百
万
円

最
高
傷
害
三
十
万
円

身
障
見
舞
金
五
十
万
円

県
民
交
通
災
害
共
済
に

家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

法
改
正
の
主
な
内
容

法
定
労
働
時
間
の
短
縮
、
労
働
時
間

法
制
の
弾
力
化
、
年
次
有
給
休
暇
制
度

の
改
善
等

※
詳
し
く
は
、
日
立
労
働
基
準
監
督
署

念
○
二
九
四
’
二
二
’
五
一
八
七

…

～人口と世帯～§

前月比

口 34,896(＋26）
鑑
識
轆
轄

男 17,193(＋18）

女 17,703(+8)

世帯10,538(+11)

昭和63年1月1日現在）

蟻:職
…

一テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－ 1S

3月6日

3月13日

3月20日

3月27日

内田病院

飯島医院

十王医院

医院

石病院

大和町

大和町

卜壬町

大和町

東本町

22－2137

22-2235

32 3266

22-2202

23－1711


